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第第第第２２２２章章章章    公害防止施策公害防止施策公害防止施策公害防止施策 

 

前章で示された目標に対して、各種の公害防止施策等の推進により、平成 32年度末を目

途に達成・維持されるよう努めるものとして、以下の施策を講じる。 

また、新たに、環境基準の超過等が確認されたときは必要な対策を講じるものとする。 

 

第第第第１１１１節節節節    主要課題主要課題主要課題主要課題へのへのへのへの対応対応対応対応    

１１１１    博多湾海域博多湾海域博多湾海域博多湾海域のののの水質汚濁対策水質汚濁対策水質汚濁対策水質汚濁対策    

当地域における海域は、福岡市沿岸地先の筑前海域及び博多湾である。 

当海域には、図 2-1-1 及び表 2-1-1 に示すとおり、筑前海に 1水域、博多湾は東部海域、

中部海域、西部海域の 3水域に区分して、環境基準が設定されており、環境基準点として

は、筑前海に 1 測定地点、東部海域に 2 測定地点、中部海域に 3 測定地点、西部海域に 3

測定地点が設定されている。博多湾のＣＯＤ等に係る環境基準は、平成 8年 6月に新たな

類型指定がなされ、同時に、表 2-1-2 に示すとおり、全窒素、全燐の環境基準も設定され

た。 

平成 22 年度における環境基準の達成状況について、筑前海は、ＣＯＤ等の環境基準を達

成していたが、博多湾では、東部海域 1地点、中部海域 3地点及び西部海域 1地点でＣＯ

Ｄの環境基準を達成していなかった。博多湾のＣＯＤの経年的推移について、東部海域及

び西部海域については、地点によって環境基準を達成する年度もあるが、中部海域の 3地

点は依然として環境基準を達成していない。なお、人の健康の保護に関する環境基準につ

いては、全項目・全測定地点において、環境基準を達成していた。 

また、博多湾に流入する河川について、水質汚濁に係る環境基準の類型が指定されてい

るのは、表 2-1-3 及び図 2-1-2 に示す 14 河川 19 水域である。 

生活環境の保全に関する環境基準のうち代表的な指標であるＢＯＤについて、下水道整

備が進んだことなどにより水質は改善されており、平成 18年度以降は環境基準点 19地点

全ての地点で環境基準を達成している。人の健康の保護に関する環境基準については、平

成 22年度は、ほう素が海水の影響を受けて環境基準を達成していない地点が 8地点あった

が、その他の項目については、全ての調査地点で環境基準を達成していた。 

河川、海域の主要水質項目の環境基準適合状況の推移は図 2-1-3 のとおりである。 

以上のことから、博多湾のＣＯＤに係る水質汚濁対策を図るものとする。 
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図 2-1-1 筑前海・博多湾海域における環境基準点の位置図 

 

 

表 2-1-1 筑前海水域及び博多湾水域におけるＣＯＤ等に係る環境基準 

環境基準値 

水 域 類型 
達成 
期間 水素ｲｵﾝ

濃度 
ＣＯＤ 溶存酸素量 大腸菌群数 

n-ヘキサン
抽出物質 

類型指定 
年月日 

筑前海水域 Ａ イ 
7.8 以上 
8.3 以下 

2mg/l 
以下 

7.5mg/l 
以上 

1,000MPN 
/100ml 以下 

検出されな
いこと 

昭和 52 年 
5 月 13 日 
福岡県告示 
第 651 号の 2 

東部海域 Ｂ ロ 
7.8 以上 
8.3 以下 

3mg/l 
以下 

5mg/l 
以上 

― 
検出されな
いこと 

中部海域 Ａ ロ 
7.8 以上 
8.3 以下 

2mg/l 
以下 

7.5mg/l 
以上 

1,000MPN 
/100ml 以下 

検出されな
いこと 

西部海域 Ａ イ 
7.8 以上 
8.3 以下 

2mg/l 
以下 

7.5mg/l 
以上 

1,000MPN 
/100ml 以下 

検出されな
いこと 

平成 8年 
6 月 14 日 
福岡県告示 
第 1141 号 

（注）：達成期間の「イ」は直ちに達成、「ロ」は5年以内で可及的速やかに達成、「ハ」は5年を超える期間

で以内で可及的速やかに達成、「ニ」は段階的に暫定目標を達成しつつ、環境基準の可及的速やかな

達成に努める。 
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表 2-1-2 博多湾における全窒素・全燐に係る環境基準 

環境基準値 
水 域 類型 達成期間 

全窒素 全  燐 

類型指定 

年月日 

東部海域 Ⅲ ニ 0.6mg/l 以下 0.05mg/l 以下 

中部海域 Ⅲ イ 0.6mg/l 以下 0.05mg/l 以下 

西部海域 Ⅱ イ 0.3mg/l 以下 0.03mg/l 以下 

平成 8年 6月 14日 

福岡県告示第 1141

号 

 

表 2-1-3 当地域における水質汚濁に係る環境基準の水域類型指定状況（河川） 

（平成 23 年 3月 31 日現在） 

区

分 
河川名 範    囲 

類

型 

達成

期間 
環境基準点 

番

号 
指定年月日 備考 

那珂川
な か が わ

上流 塩原橋
しおばるばし

から上流 Ａ イ 塩原橋
しおばるばし

 1 

那珂
な か

川
がわ

下流(1) 塩原橋
しおばるばし

から博多川
はかたがわ

分岐点まで Ｂ イ 住吉橋
すみよしばし

 2 

那珂
な か

川
がわ

下流(2) 博多川
はかたがわ

分岐点から下流 Ｃ イ 那
な

の津大橋
つおおはし

 3 

御笠川
みかさがわ

上流 金島
かなしま

井堰から上流 Ｂ イ 板付橋
いたづけばし

 4 

御笠川
みかさがわ

下流(1) 金島
かなしま

井堰から山王
さんのう

橋
ばし

 Ｄ ハ 金島橋
かなしまばし

 5 

御笠川
みかさがわ

下流(2) 山王
さんのう

橋
ばし

から下流 Ｄ イ 千鳥橋
ちどりばし

 6 

平成 8年 

6 月 14 日 

福岡県 

告 示 

第 1142 号 

(S45.9.1) 

 

多々
た た

良川
ら が わ

上流 津屋
つ や

堰から上流 Ａ ロ 雨水橋
あもうずばし

 
7 

 

多々
た た

良川
ら が わ

下流 津屋
つ や

堰から下流 Ｃ イ 名島橋
なじまばし

 8 

須恵川
す え が わ

下流 南里
な ん り

井堰から下流 Ｃ イ 休也橋
きゅうやばし

 9 

宇美川
う み が わ

下流 亀
かめ

山新橋
やましんばし

から下流 Ｃ ロ 塔
とう

の本橋
もとはし

 10 

樋
ひ

井川
い が わ

 全域 Ｂ イ 旧今川橋
きゅういまがわばし

 11 

金屑川
かなくずかわ

 全域 Ｃ イ 飛石橋
とびいしばし

 12 

室
むろ

見川
み が わ

 全域 Ａ イ 室見橋
むろみばし

 13 

名柄川
ながらがわ

 全域 Ｃ イ 興
こう

徳寺橋
とくじばし

 14 

十郎川
じゅうろうかわ

 全域 Ｃ イ 壱岐橋
い き ば し

 15 

瑞梅
ずいばい

寺川
じ が わ

 全域 Ａ イ 昭代橋
しょうだいばし

 16 

唐
とう

の原川
はるがわ

 全域 Ｃ ロ 浜
はま

田橋
だ ば し

 17 

七
なな

寺川
でらがわ

 全域 Ｃ イ 上 鯰
かみなまず

川橋
かわばし

 18 

河

川 

江
え

の口川
くちかわ

 全域 Ｃ ロ 玄洋橋
げんようばし

 19 

平成 8年 

6 月 14 日 

福岡県 

告 示 

第 1141 号 

(S49.7.25) 

 

 

注１：平成8年6月に七寺川及び江の口川で環境基準の類型が指定された。 

注２：平成8年6月に環境基準の類型が次の地点で改定され、基準が強化された。 

   那珂川下流(1)（住吉橋）、那珂川下流(2)（那の津大橋）、御笠川下流(2)（千鳥橋）、樋井川（旧今川橋） 

注３：（ ）内は初回指定年月日。 

注４：達成期間の「イ」は直ちに達成、「ロ」は5年以内で可及的速やかに達成、「ハ」は5年を超える期間以内

で可及的速やかに達成                              資料：福岡市環境局 
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図 2-1-2 水質汚濁防止に係る測定地点位置図（河川）    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-3    当地域における河川・海域の環境基準適合状況の推移    

資料：福岡市環境局、福岡県環境部調べ 
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（（（（１１１１））））博多湾博多湾博多湾博多湾ののののＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤにににに係係係係るるるる水質汚濁対策水質汚濁対策水質汚濁対策水質汚濁対策    

    アアアア    当該課題当該課題当該課題当該課題にににに係係係係るるるる状況状況状況状況    

博多湾は、東西に約 20km、南北に約 10km、海表面積 133k ㎡の東西に長い楕円形を

した閉鎖性の内湾である。水深は、湾奥部が 5ｍ以下と浅く、湾中央部は、5～10ｍ、

能古島より西の湾口部は 10～20ｍであり、平均水深は約 10.5ｍである。海底は、湾奥

部から湾口部



 ―12― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：博多湾環境保全計画より作成 

図 2-1-4 博多湾の３水域別流域図 

 

博多湾における、ＣＯＤの推移は、図 2-1-5 に示すとおりである。 

また、博多湾における赤潮の発生状況は表 2-1-4 に示すとおりで、多くは夏場に発

生している。 
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東部海域（類型Ｂ） 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部海域（類型Ａ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部海域（類型Ａ） 

図 2-1-5 博多湾におけるＣＯＤの推移 
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表 2-1-4 博多湾における赤潮の発生状況 

年度 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 

発生件数 4 6 5 4 4 3 9 4 4 6 

延べ日数 44 121 102 167 41 64 93 39 97 74 

資料：水産庁九州漁業調整事務所及び福岡県水産海洋技術センター調査結果（暦年）を年度別にまとめ直した。（平成 21年度は速報値） 

 

イイイイ    当該課題当該課題当該課題当該課題にににに係係係係るるるる要因分析要因分析要因分析要因分析    

博多湾沿岸及び博多湾に流入する河川の流域 

には、大規模な工場・事業場は少なく、汚濁物 

質の主要な排出源は生活系排水である。 

博多湾水域における発生源別の負荷量を推定 

すると、約７割がし尿や炊事・洗濯・入浴等の

生活排水であり、この他に、工場・事業場排水、

畜産排水や、農地・山林・市街地等から流出す

る負荷（面源負荷）があげられる。 

博多湾流域で発生する生活排水を処理する

下水処理場としては、福岡市が設置している水

処理センターが 5カ所、福岡県が設置している

浄化センターが 2カ所あり、これらの下水処理

場により、生活排水による負荷は大きく削減されている。 

畜産排水も処理施設や農地還元により削減されている。しかし、流入段階では、依

然として生活排水（特に下水処理水）による負荷が最も大きくなっている。（図 2-1-7

参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-7 博多湾の流域特性と流入負荷特性（平成 14年度） 資料：博多湾環境保全計画より作成 

資料：博多湾環境保全計画より作成 

図 2-1-6 博多湾流域における発生源

別の負荷量（平成 14年度） 
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海域別に流入負荷量をみると、図 2-1-8 に示すとおりで、福岡市とその他の市町の

流入負荷量の比率は 2：1となっており、福岡市域以外からの流入も大きな課題となっ

ている。また、流入量の約 8 割が東部海域に集中している。これは、7 カ所の下水処

理場のうち、6 カ所が東部海域及びその流入河川に下水処理水を放流していることが

主な要因となっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：博多湾環境保全計画より作成 

図 2-1-8 海域別のＣＯＤ流入負荷量（平成 14年度） 

           

 

博多湾は、湾口が狭く閉鎖性が高いことか

ら、外海水との交換が遅く、陸域からの有機

物質や栄養塩類が蓄積されやすい地形となっ

ており、その閉鎖度は、図 2-1-9 に示すよう

に東京湾、伊勢湾、瀬戸内海より大きな数値

となっている。 

また、有機汚濁等は、図 2-1-10 に示すよう

な複数の要因が関係しながら発生しているも

のと考えられ、博多湾の水質汚濁につながっ

ている。 

 資料：福岡市水循環型都市づくり基本構想（福岡市総務企画局） 

     図 2-1-9 湾の閉鎖度指数の比較 
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資料：博多湾環境保全計画より作成 

図 2-1-10 博多湾における有機汚濁等のしくみ 

    

ウウウウ    過去過去過去過去のののの施策施策施策施策のののの実施状況及実施状況及実施状況及実施状況及びびびび評価評価評価評価    

    

（（（（アアアア））））過去過去過去過去のののの施策施策施策施策のののの実施状況実施状況実施状況実施状況    

博多湾海域の水質汚濁防止対策としては、博多湾環境保全計画（平成 20年 1月策

定）等に基づき、以下の施策を実施してきた。 

    

ＡＡＡＡ    博多湾流域博多湾流域博多湾流域博多湾流域におけるにおけるにおけるにおける対策対策対策対策    

    

（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）発生源発生源発生源発生源でのでのでのでの負荷削減対策負荷削減対策負荷削減対策負荷削減対策    

    

ａａａａ    下水道下水道下水道下水道のののの普及普及普及普及    

博多湾流域における下水道（公共下水道、流域下水道など）の整備状況（平

成 17年度末）は図 2-1-11 に、処理人口や普及率は表 2-1-5 に示すとおりであ

り、平成21年度末における流域内の下水道人口普及率は97.7％となっている。    

福岡県では、博多湾流入河川である、御笠川・那珂川及び多々良川を重要水

域として流域下水道の整備を実施している。 

当地域の南部方面を対象地域とする「御笠川・那珂川流域下水道」は、福岡
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市博多区及び南区の他、春日市、大野城市、太宰府市、筑紫野市並びに那珂川

町の 5市 1町を計画区域とし、終末処理場「御笠川浄化センター」（昭和 50年

5月供用開始）を経て、御笠川に放流している。なお、流域幹線管渠は昭和 59

年度末に完成（昭和 46 年度事業着手）し、全ての流域市町で供用を開始して

いる。一方、東部方面を対象地域とする「多々良川流域下水道」は、当地域に

隣接する粕屋町、志免町、久山町、篠栗町、須恵町並びに宇美町の 6町を計画

区域に、終末処理場「多々良川浄化センター」（平成 6 年 7 月一部供用開始）

を経て、多々良川に放流している。なお、流域幹線管渠は平成 12 年度に完成

（昭和 60年度事業着手）し、全ての流域市町で供用を開始している。 

福岡市の公共下水道事業は昭和 5年に着手し、市内の 5つの水処理センター

（中部、東部、西部、和白、西戸崎）において汚水処理を行っており、平成 22

年度末現在の処理人口普及率は 99.5%に達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-11 博多湾流域市町における下水道整備状況（平成 17年度末） 

 資料：博多湾環境保全計画より作成 
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表 2-1-5 博多湾関連市町における下水道の整備         （平成 21 年度末） 

※行政人口は、平成 22 年 3 月末現在の住民基本台帳人口         資料：福岡県下水道整備状況

   

表 2-1-6 博多湾流域における下水処理場の概要           （平成 22 年度末） 

処理場名 所在地 
処理開始 
年月日 

処理方式 
放流先 
水域名 

現在処理能力
事業認可処理
能力(m3/日) 

排除 
方式 

現在処理人口 
事業認可人口 

(人) 

西戸崎 
東区 
西戸崎 

S56. 7. 1 
凝集剤添加活性
汚泥法 

博多湾 
6,500 
13,000 

分流式 
一部合流式 

7,654 
9,600 

和白 
東区 
塩浜 

S50. 1. 1 
嫌気好気活性汚
泥法 

博多湾 
45,800 
61,750 

分流式 
84,863 
94,000 

東部 
東区 
松島 

S50. 4. 1 
嫌気好気活性汚
泥法＋嫌気無酸
素好気法（1系列） 

宇美川 
145,300 
195,300 

分流式 
一部合流式 

249,515 
235,000 

中部 
中央区
荒津 

S41. 7. 1 
嫌気好気活性汚
泥法 

博多湾 
300,000 
300,000 

分流式 
一部合流式 

340,414 
277,000 

西部 
西区 
小戸 

S55.12.24 
嫌気好気活性汚
泥法＋嫌気無酸
素好気法(1系列) 

博多湾 
184,300 
312,200 

分流式 
一部合流式 

482,839 
525,200 

御笠川 
博多区
那珂 

S50. 5. 1 
標準活性汚泥法
＋嫌気無酸素好
気法 

御笠川 
336,800 
283,600 

分流式 
(うち福岡市分) 

296,715 
292,290 

多々良川 
糟屋郡 
粕屋町 

H 6. 7. 2 
硝化促進型活性
汚泥法＋嫌気無
酸素好気法 

多々良川 
62,400 
67,100 

分流式 
(福岡市分なし) 

170,957 
174,020 

注）御笠川及び多々良川処理場の処理可能能力は、流域処理場全体分   資料：福岡市道路下水道局調べ 

市町名 
行政人口 

(人) 
処理人口 

(人) 
普及率 
（％） 

備   考 

 福岡市 1,454,062 1,446,900 99.5 御笠川那珂川流域関連を含む 

筑紫野市 100,383 86,409 86.1 

春日市 108,927 108,927 100.0 

大野城市 94,975 94,882 99.9 

太宰府市 69,297 67,964 98.1 

那珂川町 49,591 47,283 95.3 

御
笠
川
・ 

那
珂
川
流
域
関
連 

 小  計 423,173 405,465 95.8 

筑紫野市には、宝満川流域関連
及び宝満川上流流域関連を含
む  

宇美町 37,868 32,373 85.5 

篠栗町 31,656 30,297 95.7 

志免町 43,013 42,725 99.3 

須恵町 26,014 14,150 54.4 

久山町 8,394 6,961 82.9 

粕屋町 42,267 41,031 97.1 

多
々
良
川
流
域
関
連 

 小  計 189,212 167,537 88.5 

 

  合   計 2,009,174 1,962,702 97.7  
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ｂｂｂｂ    下水下水下水下水のののの高度処理高度処理高度処理高度処理（（（（窒素窒素窒素窒素・・・・燐燐燐燐のののの同時除去同時除去同時除去同時除去））））のののの推進推進推進推進    

博多湾の富栄養化
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表 2-1-8 博多湾特定水域高度処理基本計画（平成 10 年 6 月策定） 

暫定目標 将来目標    

10mg/l 8mg/l   

9mg/l 9mg/l   
目標処理水質 

     
ＣＯＤ 
全窒素 
全燐 0.4mg/l 0.4mg/l   

御笠川浄化センター  :嫌気無酸素好気法＋砂ろ過＋凝集剤併用   

多々良川浄化センター:嫌気無酸素好気法＋砂ろ過＋凝集剤併用  

西戸崎水処理センター:凝集剤併用型循環式硝化脱窒法＋砂ろ過 

和白水処理センター :硝化促進型嫌気無酸素好気法＋砂ろ過＋MAP 法 

東部水処理センター :硝化促進型嫌気無酸素好気法＋砂ろ過＋MAP 法 

中部水処理センター :硝化促進型嫌気無酸素好気法＋砂ろ過  

処理方法 

西部水処理センター :硝化促進型嫌気無酸素好気法＋砂ろ過＋MAP 法 

(1)21 世紀初頭に全処理場の高度処理事業の着手を目指す。 

施設整備方針 (2)福岡県においては多々良川浄化センター、福岡市においては東部、和白水 
処理センターを優先的に高度処理の導入を図る。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

図 2-1-12 下水の高度処理方法の概要 資料：博多湾環境保全計画より作成 

    

ｃｃｃｃ    合流式下水道合流式下水道合流式下水道合流式下水道のののの改善改善改善改善    

汚濁負荷が高い初期雨水を一時的に貯留し、晴天時に水処理センターで処理

する雨水滞水池方式による改善を進めてきた。（表 2-1-9） 

一方、近年においては、雨天時放流に関して、水質汚濁や公衆衛生上の問題、

街なかの悪臭問題が顕在化してきたため、合流式下水道の総合的な改善に向け

て、分流化事業に取り組むこととし、平成 16 年度より、国の緊急改善事業と

して博多駅周辺地区約 300ha において、また、平成 21 年度より、天神周辺地
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区約 100ha において、浸水対策と連携しながら事業を実施しているところであ

り、平成 22年度末現在の累計整備面積は約 237ha となっている。 

 

表 2-1-9 合流式下水道改善事業 

雨水滞水池 対象面積 貯留能力 備 考 

草ヶ江 128.5 ha( 5.2%)  2,000ｍ３ 平成5年4月供用開始 

菰 川 698.9 ha(28.0%) 35,000ｍ３ 平成13年4月供用開始 

合 計 827.4 ha(33.2%) 37,000ｍ３  

合流区域面積：2,494 ha （100％） 

資料：福岡市道路下水道局調べ 

ｄｄｄｄ    生活排水対策生活排水対策生活排水対策生活排水対策のののの推進推進推進推進    

下水道整備計画区域外における浄化槽については、平成 10 年 4 月から、浄

化槽法に基づく浄化槽の定期検査（年 1回実施）に放流水のＢＯＤ検査が導入

され、受検率の向上と、検査結果を踏まえた維持管理等の改善指導を強化して

いる。平成 22 年度末現在の浄化槽設置基数は 641 基で、保守点検、維持管理

状況は表 2-1-10 のとおりである。 

 

表 2-1-10 浄化槽の保守点検・維持管理状況      （平成 22年度末） 

項目 平成 22 年度実数 構成比 

浄化槽設置基数（届出数） 641 基 100.0％ 

保守点検実施数  537 件 83.8％ 

清掃実施数 451 件 70.4％ 

資料：福岡市保健福祉局調べ 

ｅｅｅｅ    工場工場工場工場・・・・事業場排水事業場排水事業場排水事業場排水のののの規制規制規制規制・・・・指導指導指導指導    

工場・事業場対策として、水質汚濁防止法に基づき、特定施設を設置する工

場・事業場が公共用水域に汚水を排出する場合、その排出水の監視・指導を実

施している。（表 2-1-11 参照） 

ＢＯＤ等 5項目については、水質汚濁防止法第 3条第 3項の規定に基づく排

水基準を定める条例による上乗せ排水基準が設定されている。 

 

表 2-1-11 特定事業場数及び立入状況 （平成 22年度末） 

区    分 福 岡 市 

 特定事業場数 （水濁法）   293 (4) 

排水量 50m3/日以上  24 (3) 

排水量 50m3/日未満  269 (1) 

 立入件数 32 

 排水基準不適合件数 1 

 改善命令件数 0 

（注）（ ）は有害物質使用特定事業場数で内数  資料：福岡市環境局調べ 
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ｆｆｆｆ    農業集落排水事業及農業集落排水事業及農業集落排水事業及農業集落排水事業及びびびび漁業集落排水事業漁業集落排水事業漁業集落排水事業漁業集落排水事業のののの推進推進推進推進    

下水道計画区域外の農業集落や漁業集落では、排水処理施設の整備を実施し

ており、平成 15年度にほぼ完了した。 

平成22年度末現在の博多湾流域内における整備状況は表2-1-12のとおりで

あり、処理人口は 3,556 人となっている。 

 

表 2-1-12 博多湾流域の農業集落排水事業及び漁業集落排水事業の概要（平成 19年度末） 

集落
区分 

市町名 地区名 計画人口（人） 備    考 

勝 馬 490 平成 10年 8 月 1日供用開始 

曲 渕 410 平成 10年 8 月 1日供用開始 

宮 浦 410 平成 11年 8 月 1日供用開始 

小 田 1,310 平成 13年 8 月 1日供用開始 

農 
 

業 

福岡市 

草 場 160 平成 16年 4 月 1日供用開始 

弘 600 昭和 60年 6 月 1日供用開始 漁
業 

福岡市 
宮 浦 840 平成 11年 8 月 1日供用開始 

資料：福岡市農林水産局調べ 

ｇｇｇｇ    農畜産排水対策農畜産排水対策農畜産排水対策農畜産排水対策のののの推進推進推進推進    

家畜ふん尿の適正処理のための機械等の整備を行うとともに、堆肥流通の推

進を図っている。 

    

ｈｈｈｈ    雨水雨水雨水雨水のののの貯留貯留貯留貯留・・・・浸透機能等浸透機能等浸透機能等浸透機能等のののの向上向上向上向上    

平成 21 年 2 月に策定した福岡市雨水流出抑制指針に基づき、道路では透水

性舗装や浸透側溝の整備に、公園や学校などの公共施設では新設や再整備時に

雨水流出抑制対策に取り組んでいる。    

    

（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）河川等河川等河川等河川等でのでのでのでの浄化対策浄化対策浄化対策浄化対策    

    

ａａａａ    水辺空間水辺空間水辺空間水辺空間（（（（河川河川河川河川、、、、ためためためため池池池池））））のののの保全保全保全保全とととと創造創造創造創造    

自然浄化機能を含めた良好な水辺環境の保全・復元を図るため、河川やため

池の水辺空間の整備を行ってきた。 

金屑川や周船寺川をはじめ、水辺空間の整備時には、出来る限り河床材料及

び表土の再利用を行うとともに、護岸材料に自然石を利用するなど、水生生物

の生息環境などを改変させないように配慮している。 

 

ｂｂｂｂ    河川等河川等河川等河川等のののの浚渫浚渫浚渫浚渫（（（（しゅんせつしゅんせつしゅんせつしゅんせつ））））・・・・清掃清掃清掃清掃    

福岡市では、市街地を流れる那珂川、御笠川、博多川の 3 河川で、毎月 25

日間、清掃船による河川の浮遊ごみの清掃を実施している。 

福岡県及び福岡市では、河川の清掃、ごみの不法投棄監視などの活動を行
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う住民参加型の河川奉仕団体に対して、基準を設けて報奨金を支出し、活動

を支援している。 

また、河川では、晴天日の流量が少ない時に、流域から排出された汚濁物

質が河床に堆積し、その堆積した汚濁物質が、降雨時の流量増加とともに博

多湾に流入するため、河川・水路の浚渫を毎年継続して実施している。 

    

（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）水水水水のののの有効利用有効利用有効利用有効利用のののの推進推進推進推進    

水の有効利用の推進は、博多湾への汚濁負荷削減にも効果があるので、雨水や

下水処理水の有効利用を図ってきた。 

・雨水の有効利用 

循環型社会の構築、自然の水循環回復による環境にやさしいまちづくり及び

防災を目的に、市役所本庁舎、マリンメッセ福岡など公共・民間施設で雑用水

の補給水の一部として、雨水の有効利用（貯留）を図っている。       

・下水処理水の有効利用 

下水処理水の一部を再生処理し、大型建築物等の水洗便所の洗浄用水、公園・

街路等の樹木への散水用水として利用している。 

下水処理水の有効利用状況（広域循環型）は表 2-1-13 に示すとおりである。 

 

表 2-1-13 下水処理水の有効利用状況（広域循環型）      （平成 22 年度末） 

利用形態 
区分 

利用
地区 

供給開始 
日最大 
供給能力 

送水量実績 
（平成 22 年度実績） 

供給対象施設 
（平成 22 年度

末実績） 

供給区域 

中部
地区 

昭和 55年
6 月 

7,200㎥ 
日平均：約 5,280 ㎥ 

日最大：約 6,800 ㎥ 

1,013ha 
天神・渡辺通地区 

ｼｰｻｲﾄﾞももち地区 

博多駅周辺地区 

都心ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄ地区 

広域 
循環型 

東部
地区 

平成 15年
7 月 

 1,600㎥  
日平均：約 120 ㎥ 

日最大：約 530 ㎥ 

大型建築物等 
376 施設 

401ha 
香椎地区 

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ地区 

資料：福岡市道路下水道局調べ 

 

ＢＢＢＢ    博多湾博多湾博多湾博多湾におけるにおけるにおけるにおける対策対策対策対策    

    

（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）底質底質底質底質のののの改善改善改善改善    

    

ａａａａ    海底耕海底耕海底耕海底耕うんのうんのうんのうんの推進推進推進推進    

海底耕うんとは、ヘドロ状の泥質などが堆積して硬くなった海底を、畑を耕

すように堀り起こし軟らかくしたり、酸素を含ませることにより、底質の改善

を図るもので、「海底耕うんによる底質改善実験」（平成 17 年度～19 年度）に

より効果が確認された海底耕うんを、平成20年度は40ha、平成21年度は130ha、
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平成 22 年度は 40ha を実施した。 

    

ｂｂｂｂ    覆砂事業覆砂事業覆砂事業覆砂事業のののの推進推進推進推進    

覆砂事業は、ヘドロ状の泥質等が堆積した海底を、良質な砂で覆うことに

より、底質改善を図るもので、博多湾の水底質改善に効果的な対策である。 

福岡市では、平成 9 年度から、港湾環境整備事業の海域環境創造事業（シ

ーブルー事業）として、覆砂を進めており、平成 9、10、11、17 年度の 4 年

間で、約 15.6ha 整備した。 

また、漁場環境の整備としては、平成 14 年度から、福岡市において覆砂事

業を実施しており、平成 20 年度は 0.7ha、平成 21 年度は 0.42ha、平成 22 年

度は 0.39ha を実施した。 

 

表 2-1-14 覆砂事業の概要 

実施事業区分 実施主体 実施時期 実施場所 整備面積 

海域環境創造事業 
（シーブルー事業） 

福岡市 
平成 9、10、11、17
年度 

エコパークゾーン
（御島ゾーン） 

15.6ha 

福岡県 平成 15～19 年度 福岡湾東部地区外 120ha 覆砂事業 
（漁場環境整備）  福岡市 平成 14～22 年度 能古島地先外 5.9ha 

資料：福岡市港湾局、農林水産局調べ 

（（（（Ｂ）Ｂ）Ｂ）Ｂ）海域海域海域海域でのでのでのでの浄化対策浄化対策浄化対策浄化対策    

 

ａａａａ    漁業等漁業等漁業等漁業等によるによるによるによる健全健全健全健全なななな物質循環物質循環物質循環物質循環のののの促進促進促進促進    

博多湾で健全な物質循環が促進されるよう取り組んできた。 

 

ｂｂｂｂ    漁場環境漁場環境漁場環境漁場環境のののの整備整備整備整備    

藻場は、稚仔魚の生育・生息の場であり、博多湾の生物の生活史において不

可欠な場所であるとともに、藻類自身がその生育に栄養塩を取り込むため、自

然の浄化能力を高める機能を有している。博多湾においては、特に西部海域を

中心とする岩礁域において広く藻場の分布がみられるが、様々な環境の変化に

より、減少傾向にある。 

藻場造成、魚介類の種苗放流、魚礁の設置など環境の整備により、水質の保

全や改善に効果があることからこれまでも積極的な魚場環境整備を実施して

きた。 

漁場環境整備の概要は表 2-1-15 のとおりである。    
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表 2-1-15 漁場環境整備の概要             （平成 22年度末現在） 

実施事業区分 海域区分 藻場造成 

藻場造成（漁場環境整備） 玄界島地先外 
クロメ種糸を巻き付けた三角錐ブロック 
340 個（平成 22 年度事業分） 

資料：農林水産局調べ 

 

ｃｃｃｃ    海浜地及海浜地及海浜地及海浜地及びびびび海水域海水域海水域海水域のののの清掃清掃清掃清掃    

市域内海浜地の清掃、港湾・漁港区域清掃、アオサの回収等による汚濁物質

の削減に努めてきた。 

平成 22 年度は市域内海浜地 19カ所で清掃活動を行い、約 1,630 トンのごみ

及び海藻を除去するとともに、清掃船等による海面清掃でごみ約 213 トン、和

白海域でアオサ約 2,000 ㎥の回収等による汚濁物質の削減に努めた。 

    

ｄｄｄｄ    藻場藻場藻場藻場のののの保全保全保全保全・・・・再生再生再生再生    

和白干潟やその前面海域を中心としたエコパークゾーン水域については、水

底質環境の改善、生物のすみやすい環境の創造を図ることを目的として、藻場

造成などの海域環境創造事業（シーブルー事業）を実施してきた。 

海域環境創造事業による環境整備の概要は表 2-1-16 のとおりである。    

 

表 2-1-16 海域環境創造事業による環境整備の概要    （平成 22年度末現在） 

実施事業区分 海域区分 藻場造成 

御島海域 アマモ場 2,650 ㎡(平成 17～21 年度事業分） 海域環境創造事業 
（シーブルー事業） 和白海域 アマモ場 240 ㎡(平成 21～22 年度事業分） 

資料：福岡市港湾局調べ 

ｅｅｅｅ    貧酸素水塊貧酸素水塊貧酸素水塊貧酸素水塊のののの発生抑制発生抑制発生抑制発生抑制    

博多湾の生物の生息環境に大きな影響を与える貧酸素水塊の発生過程等の

検討を行っており、平成 22年度は貧酸素発生状況調査を 9回行った。 

    

ｆｆｆｆ    干潟干潟干潟干潟のののの保全保全保全保全    

和白干潟の保全活動や今津干潟保全対策の推進を図ってきた。和白干潟を中

心に活動を行っている市民団体等と行政が共働で環境保全活動を行っている

「和白干潟保全のつどい」において、毎月 1回情報交換や環境保全活動の企画

等を行っており、自然観察会やアオサ回収などの環境保全活動を平成 22 年度

は 7回実施した。 

今津干潟の保全については、学識者、地域住民、関係機関等からなる「今津

干潟懇話会」において検討を行っており、平成 22年度は懇話会を 2回開催し、

カブトガニ保全対策（調査）を地域と協働で実施した。 

和白干潟及び今津干潟の位置は図 2-1-13 のとおりである。    
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図 2-1-13 和白干潟・今津干潟の位置 資料：博多湾環境保全計画より作成    

    

ｇｇｇｇ    生物生息環境生物生息環境生物生息環境生物生息環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした海岸海岸海岸海岸整備整備整備整備    

福岡市では、自然石を用いた護岸整備及び養浜などの海岸整備を実施してい

る。平成 22 年度末現在の自然石や階段式、捨石式傾斜護岸などによる護岸整

備は約 8,850ｍとなっている。 

 

表 2-1-17 海岸整備の概要（平成 9年以降）         （平成 22 年度末現在） 

整備地区 護岸整備 その他整備 

香椎浜地区  自然石護岸（約 550ｍ） 植栽、遊歩道 

御島崎地区 自然石護岸（約 410ｍ） 養浜、遊歩道 

片男佐地区   自然石護岸（約 660ｍ） 養浜、遊歩道 

香住ヶ丘地区  自然石護岸（約 280ｍ） － 

塩浜地区  自然石護岸（約 1,300ｍ） 植栽、遊歩道 

西戸崎地区 自然石護岸（約 600ｍ） 養浜、遊歩道 

アイランドシティ地区 階段式護岸、捨石式傾斜護岸（約 3,750ｍ） － 

名島地区  自然石護岸（約 600ｍ） 
養浜、緑地、遊歩道、
野鳥の餌場・休息場 

生の松原地区        自然石護岸（約 700ｍ） 養浜 

造成護岸の合計 約 8,850ｍ － 

資料：福岡市港湾局調 

ＣＣＣＣ    普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発    

福岡市では、環境月間、環境デー等における海岸・河川清掃、エコッパ料理教

室、自然観察会を通した啓発活動や周辺自治体で構成した福岡都市圏環境行政推

進協議会による生活排水対策・ごみ減量意識の高揚等の啓発活動など、さまざま

な啓発事業や広報媒体を活用して環境教育・学習を推進した。 
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（（（（イイイイ））））過去過去過去過去のののの施策施策施策施策のののの評価分析評価分析評価分析評価分析    

    

ＡＡＡＡ    博多湾流域博多湾流域博多湾流域博多湾流域におけるにおけるにおけるにおける対策対策対策対策    

    

（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）発生源発生源発生源発生源でのでのでのでの負荷削減対策負荷削減対策負荷削減対策負荷削減対策    

    

ａａａａ    下水道下水道下水道下水道のののの普及普及普及普及    

御笠川那珂川流域下水道は、流域幹線管渠の整備が昭和 59 年度末に全て完

成したことで流域関連市町の全てが供用できるようになった。関係市町の積極

的な取組や、住民の下水道に対する意識の向上に伴い、関連公共下水道の整備

も着実に進み、平成 21年度末現在の人口普及率は 95.8％となっている。 

多々良川流域下水道は、福岡市隣接地域の都市化の進展に伴い、排出汚水量

の増加による公共用水域の水質汚濁防止等のため、昭和 60 年度に事業着手さ

れ、平成 21 年度末現在までの処理人口普及率は 88.5％であり、今後も引き続

き下水道整備の促進を図る必要がある。 

なお、福岡市の処理人口普及率は、平成 22年度末現在 99.5%とほぼ計画どお

りに進んでいる。 

福岡市では中部、東部、西部、和白、西戸崎の 5つの水処理センターで下水

を処理しており、過去 10 年間の博多湾に放流する全センターの下水処理水の

平均水質は図 2-1-14 のとおりである。全燐については、高度処理施設の導入

等により低い値で推移している。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

図 2-1-14 博多湾に流入する下水処理水の平均水質の推移 資料：福岡市道路下水道局調べ    
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ｂｂｂｂ    下水下水下水下水のののの高度処理高度処理高度処理高度処理（（（（窒素窒素窒素窒素・・・・燐燐燐燐のののの同時除去同時除去同時除去同時除去））））のののの推進推進推進推進    

福岡市の 5つの水処理センターに燐除去高度処理が導入されており、博多湾

の燐濃度は図 2-1-15 に示すとおり、環境基準を達成している。 

また、窒素・燐同時除去高度処理については、御笠川浄化センター、多々良

川浄化センター、東部水処理センター、西部水処理センター、及び和白水処理

センターにおいて、一部の系列で供用を開始している。窒素濃度は図 2-1-16

に示すとおりであり、平成 21 年度以降は全ての海域で環境基準を達成してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-15 博多湾全燐濃度の推移（表層） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-16 博多湾全窒素濃度の推移（表層） 
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ｃｃｃｃ    合流式下水道合流式下水道合流式下水道合流式下水道のののの改善改善改善改善 

早くから下水道事業に着手した地区は、汚水と雨水を同一の管渠で排除する

合流式下水道となっており、雨天時に雨水吐室やポンプ場等から未処理下水の

一部を公共用水域へ放流している。 

この改善として、汚濁負荷が高い初期雨水を一時的に貯留し、晴天時に水処

理センターで処理する雨水滞水池を一部の区域において実施している。また、

平成 16年度より博多駅周辺地区、平成 21年度より天神周辺地区の分流化事業

を実施している。これらにより、河川や博多湾の水質改善に寄与している。 

    

ｄｄｄｄ    生活排水対策生活排水対策生活排水対策生活排水対策のののの推進推進推進推進    

下水道整備計画区域外に設置された浄化槽の適切な管理を行うために、浄化

槽法、建築基準法に基づき、設置届出等の受理、監視及び講習会の開催等を行

うとともに、浄化槽の適正管理の指導を行っている。また、福岡市浄化槽の保

守点検業者の登録に関する条例に基づき、浄化槽保守点検業者の登録及び指導

を行っており、博多湾の水質改善に寄与している。 

    

ｅｅｅｅ    工場工場工場工場・・・・事業場排水事業場排水事業場排水事業場排水のののの規制規制規制規制・・・・指導指導指導指導    

水質汚濁防止法等に基づき、工場・事業場の排水規制を行うとともに、各種

届出の受理審査、立入検査等を実施しており、博多湾の水質改善に寄与してい

る。 

    

ｆｆｆｆ    農業集落排水事業及農業集落排水事業及農業集落排水事業及農業集落排水事業及びびびび漁業集漁業集漁業集漁業集落排水事業落排水事業落排水事業落排水事業のののの推進推進推進推進    

下水道計画区域外の農業集落や漁業集落では、平成 15 年度に排水処理施設

の整備がほぼ完了しており、博多湾への汚濁負荷量が削減できている。 

    

ｇｇｇｇ    農畜産排水対策農畜産排水対策農畜産排水対策農畜産排水対策のののの推進推進推進推進    

家畜ふん尿の周辺環境への汚濁を防止するため、土づくり推進事業及び畜産

環境改善計画推進事業等を実施しており、家畜ふん尿からの汚濁負荷量が削減

できている。 

    

ｈｈｈｈ    雨水雨水雨水雨水のののの貯留貯留貯留貯留・・・・浸透機能等浸透機能等浸透機能等浸透機能等のののの向上向上向上向上    

公共施設などにおける雨水流出抑制施設の導入等による、雨水の貯留・浸透

機能等の向上を図ることで、河川や博多湾の水質改善に寄与している。 
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（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）河川等河川等河川等河川等でのでのでのでの浄化対策浄化対策浄化対策浄化対策    

水辺空間（河川、ため池）の保全と創造、河川等の浚渫・清掃を行っており、

河川や博多湾の環境の保全に寄与している。 

 

（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）水水水水のののの有効利用有効利用有効利用有効利用のののの推進推進推進推進    

雨水や下水処理水の有効利用を図っており、河川や博多湾の水質改善に寄与

している。 

    

ＢＢＢＢ        博多湾博多湾博多湾博多湾におけるにおけるにおけるにおける対策対策対策対策    

    

（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）底質底質底質底質のののの改善改善改善改善    

海底耕うんや覆砂を実施しており、博多湾の環境の保全と創造に寄与してい

る。 

 

（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）海域海域海域海域でのでのでのでの浄化対策浄化対策浄化対策浄化対策    

ａａａａ    漁業等漁業等漁業等漁業等によるによるによるによる健全健全健全健全なななな物質循環物質循環物質循環物質循環のののの促進促進促進促進    

アサリ・カキ・養殖ノリ・養殖ワカメなどを振興し、漁獲することで、窒

素などを湾外へ持続的に取り出しており、博多湾の環境の保全に寄与してい

る。 

 

ｂｂｂｂ    漁場環境漁場環境漁場環境漁場環境のののの整備整備整備整備    

藻場造成、魚介類の種苗放流、魚礁の設置などの漁場環境を整備しており、

博多湾の環境の保全と創造に寄与している。 

 

ｃｃｃｃ    海浜地及海浜地及海浜地及海浜地及びびびび海水域海水域海水域海水域のののの清掃清掃清掃清掃    

市域内海浜地の清掃、港湾・漁港区域清掃、アオサの回収等を実施しており、

また、貝殻除去など漁場保全活動を漁業者が実施しており、博多湾の汚濁負荷

量の削減に寄与している。 

    

ｄｄｄｄ    藻場藻場藻場藻場のののの保全保全保全保全・・・・再生再生再生再生    

アマモ場造成による生物のすみやすい環境を整備しており、ウニ類の除去、

母藻の設置等の藻場保全活動を漁業者が実施しており、博多湾の環境の保全と

創造に寄与している。 

    

ｅｅｅｅ    貧酸素水塊貧酸素水塊貧酸素水塊貧酸素水塊のののの発生抑制発生抑制発生抑制発生抑制    

貧酸素発生状況調査の実施及び貧酸素水塊の発生過程等の検討を行ってお

り、博多湾の環境の保全と創造に活用している。 
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ｆｆｆｆ    干潟干潟干潟干潟のののの保全保全保全保全    

地域との共働による和白干潟や今津干潟の保全対策を推進しており、博多湾

の環境の保全に寄与している。 

    

ｇｇｇｇ    生物生息環境生物生息環境生物生息環境生物生息環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした海岸海岸海岸海岸整備整備整備整備    

自然石を用いた護岸及び養浜などの海岸を整備しており、博多湾の環境の保

全と創造に寄与している。 

 

ＣＣＣＣ    普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発    

環境教育・学習を推進しており、市民の環境保全に対する意識の向上につなが

っている。また、近隣市町を含む福岡都市圏の連携による取組を行っており、博

多湾流域の環境保全に寄与している。 

 

 

エエエエ    今後講今後講今後講今後講ずるずるずるずる施策及施策及施策及施策及びびびび達成目標達成目標達成目標達成目標    

    

（（（（アアアア））））達成目標達成目標達成目標達成目標    

汚濁負荷量削減に関係する施策を総合的に推進し、博多湾海域におけるＣＯＤの

環境基準（東部海域 3.0mg/l、中部海域・西部海域 2.0mg/l）が達成されるよう

努める。 

 

（（（（イイイイ））））個別施策個別施策個別施策個別施策            

    

ＡＡＡＡ    博多湾流域博多湾流域博多湾流域博多湾流域におけるにおけるにおけるにおける対策対策対策対策    

    

（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）発生源発生源発生源発生源でのでのでのでの負荷削減対策負荷削減対策負荷削減対策負荷削減対策    

    

ａａａａ    下水道下水道下水道下水道のののの普及普及普及普及    

福岡市の下水道人口普及率は 99.5%（平成 22 年度末）に達しているが、集落

排水整備を含めた最終目標である汚水処理人口普及率 99.9%（福岡県汚水処理

構想 平成 32 年度末の目標値）の達成に向け、今後とも、未整備区域の整備

に取り組むとともに、整備区域内の未水洗家屋の解消を図る。また、新西部水

処理センターの供用開始に向けて整備を進めていく。さらに、福岡市以外の博

多湾流域市町における下水道の普及整備についても引き続き進めていく。 

    

ｂｂｂｂ    下水下水下水下水のののの高度処理高度処理高度処理高度処理（（（（窒素窒素窒素窒素・・・・燐燐燐燐のののの同時除去同時除去同時除去同時除去））））のののの推進推進推進推進    

燐除去高度処理施設の適切な管理を行うとともに、窒素・燐同時除去の施設

整備については、博多湾の水質状況を注視しながら、さらなる導入を検討して
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いく。 

    

ｃｃｃｃ    合流式下水道合流式下水道合流式下水道合流式下水道のののの改善改善改善改善    

合流式下水道の改善として、既存の雨水滞水池の効率的運用を図るとともに、

博多駅周辺地区及び天神周辺地区の分流化を推進する。また、面源負荷対策と

して、合流地域の透水性舗装・浸透側溝等の整備を推進するとともに、博多駅

周辺地区及び天神周辺地区の分流化区域において、排水設備分流化の改造工事

費助成制度等により宅内分流化の促進を図っていくこととしている。 

    

ｄｄｄｄ    生活排水対策生活排水対策生活排水対策生活排水対策のののの推進推進推進推進    

生活排水対策として、下水道整備計画区域外における浄化槽の普及を推進す

る。また、今後も引き続き、福岡県、福岡市、関連市町が連携して、設置者や

管理者に対し、浄化槽の適正な維持管理の指導に努める。 

    

ｅｅｅｅ    工場工場工場工場・・・・事業場排水事業場排水事業場排水事業場排水のののの規制場規਱場 の



 ―33― 

（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）河川等河川等河川等河川等でのでのでのでの浄化対策浄化対策浄化対策浄化対策    

            

ａａａａ    水辺空間水辺空間水辺空間水辺空間（（（（河川河川河川河川・・・・ためためためため池池池池））））のののの保全保全保全保全とととと創造創造創造創造    

河川やため池などの水辺空間を環境に配慮して整備し、水生生物等の生息環

境を保全するとともに、微生物等による自然の浄化能力を高め、博多湾に流入

する汚濁物質の削減につなげていく。 

    

ｂｂｂｂ    河川等河川等河川等河川等のののの浚渫浚渫浚渫浚渫（（（（しゅんせつしゅんせつしゅんせつしゅんせつ））））・・・・清掃清掃清掃清掃    

今後も引き続き、河川等の浚渫・清掃を行うとともに、市民参加による清掃

活動を推進する。 

 

（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）水水水水のののの有効利用有効利用有効利用有効利用のののの推進推進推進推進    

        公共施設及び民間施設における雨水の有効利用を推進する。 

  下水処理水の一部を再生処理し、大型建築物等の水洗トイレの洗浄用水、公

園・街路等の樹木への散水用水に供給しており、今後も引き続き再生水の利用

を推進する。 

  個別の建築物において発生した汚水・雑排水を処理し、水洗トイレの洗浄用

水として利用しており、今後も引き続き再生水の利用を推進する。 

    

ＢＢＢＢ    博多湾博多湾博多湾博多湾におけるにおけるにおけるにおける対策対策対策対策    

    

（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）底質底質底質底質のののの改善改善改善改善    

    

ａａａａ    海底耕海底耕海底耕海底耕うんのうんのうんのうんの推進推進推進推進    

福岡市、福岡県及び漁業者と共働で「海底耕うんによる底質改善実験」（平

成 17年度～19 年度）を実施した結果、効果が確認されており、今後も事業を

推進していく。 

    

ｂｂｂｂ    覆砂事業覆砂事業覆砂事業覆砂事業のののの推進推進推進推進    

今後も水底質改善を図り、生物の生息環境を保全・創造するため、博多湾に

おける覆砂事業を計画的に進めていく。 

    

（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）海域海域海域海域でのでのでのでの浄化対策浄化対策浄化対策浄化対策    

 

ａａａａ    漁業等漁業等漁業等漁業等によるによるによるによる健全健全健全健全なななな物質循環物質循環物質循環物質循環のののの促進促進促進促進    

博多湾で健全な物質循環が促進されるよう、漁業などが持続的に行われる

ように取り組んでいく。 
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ｂｂｂｂ    漁場環境漁場環境漁場環境漁場環境のののの整備整備整備整備    

藻場の造成や覆砂等による漁場環境の整備を今後も積極的に進め、水産資源

の生産力の増加、博多湾にいる様々な生物の生育・生息環境の保全につなげる。 

    

ｃｃｃｃ    海浜地及海浜地及海浜地及海浜地及びびびび海水域海水域海水域海水域のののの清掃清掃清掃清掃    

市域内海浜地の清掃、港湾・漁港区域の清掃、アオサの回収、海底ごみの回

収、市民・企業・行政が協力して行うラブアース・クリ－ンアップ事業の実施

等により、汚濁物質の削減を推進する。 

 

ｄｄｄｄ    藻場藻場藻場藻場のののの保全保全保全保全・・・・再生再生再生再生    

藻場の生育環境を保全するとともに、適地への造成等による再生を推進し、

生物の生育環境の保全を図る。 

    

ｅｅｅｅ    貧酸素水塊貧酸素水塊貧酸素水塊貧酸素水塊のののの発生抑制発生抑制発生抑制発生抑制    

博多湾の生態系保全の見地から、貧酸素水塊の発生抑制に向けた研究を行

う。 

    

ｆｆｆｆ    干潟干潟干潟干潟のののの保全保全保全保全    

    和白干潟の保全活動や今津干潟保全対策の推進を図る。 

 

ｇｇｇｇ    生物生息環境生物生息環境生物生息環境生物生息環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした海岸海岸海岸海岸整備整備整備整備    

今後とも必要に応じて、生物の生息環境に配慮した海岸整備を進める。 

    

ＣＣＣＣ    普及啓発等普及啓発等普及啓発等普及啓発等    

博多湾流域における発生段階の負荷量として、生活排水によるものが約７割を

占めており、各家庭における生活排水に伴う負荷量を削減することは有効な対策

となる。 

生活排水対策としては、博多湾流域全体での取組が重要であるので、福岡都市

圏環境行政推進協議会において、石けん・洗剤の適正使用、水切り袋等によるご

みの流出防止、油を流さない、環境に配慮した調理法などの普及啓発を実施して

いく。 

ごみによる海や河川の汚染を防止するため、ごみの不法投棄の防止に関する啓

発や監視等を実施する。 

福岡市では、環境月間、環境デー等における海岸・河川清掃、磯や河川での生

き物観察会など、さまざまな啓発事業や広報媒体を活用して、博多湾に関する情

報を市民に広く提供し、環境保全に対する意識の向上を図る。 

さらに、環境市民ファンド※1 を活用した補助事業（エコ発する事業※2）などに

より、市民・事業者・ＮＰＯ等が主体的・自発的に取り組む博多湾の環境保全活
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動を積極的に支援するとともに、市民等による環境保全活動の輪を広げ、場づく

りや機会づくりを進めていく。 

また、生物の生息環境保全対策の検討等、課題解決に向けた調査研究を推進し

ていく。 

 

※1 未来の子ども達に、美しい地球環境を残すために創設した基金。 

※2 ごみ減量・リサイクル活動、環境美化活動、環境保全活動、環境学習・啓発活動などを対象

に補助を行っている。 
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図 2-1-17 博多湾海域の水質汚濁対策の体系  
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（（（（２２２２））））    関連諸計画関連諸計画関連諸計画関連諸計画とのとのとのとの関係関係関係関係    

 

アアアア    福岡市環境基本計画福岡市環境基本計画福岡市環境基本計画福岡市環境基本計画（（（（第二次第二次第二次第二次））））    

本計画は、福岡市環境基本条例第 7条に規定する計画であり、本市の環境像の実現

に向けて、市民・事業者・行政など各主体が、それぞれの果たすべき責務と公平な役

割分担の下、自主的かつ積極的な取組を進めていく方向性を示すものとして、平成 18

年 7月に策定した。 

    

（（（（アアアア））））計画計画計画計画のののの対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲    

福岡市全域 

    

（（（（イイイイ））））計画期間計画期間計画期間計画期間    

平成 27年度（2015 年度）まで 

    

（（（（ウウウウ））））計画計画計画計画のののの視点視点視点視点    

 

計画策定の視点 基本的な考え方 

1 総合的・統合的な視点 
土地利用や施設整備などハード面から社会経済の仕
組みづくりなどソフト面、さらには環境に対する意識
向上の取り組みまで含めた総合的・統合的視点 

2 長期的な視点 
21 世紀全体を展望した上での環境像やめざすべき環
境の姿を示し、計画期間以降までつづく施策の基本的
方向性を明らかにするなど長期的視点 

3 広域的な視点 
福岡都市圏やこれを越えた都市間連携、さらには九
州・アジアなども視野に入れた広域的視点 

4 自治・自律・共働の視点 

地域のことは地域で主体的に取り組む自治の原則に
立ち、市民・事業者・行政などあらゆる主体がそれぞ
れの役割と責任を果たし共働しながら、豊かで住みよ
いまちを創り上げていく自治・自律・共働の視点 

    

（（（（エエエエ））））計画目標像計画目標像計画目標像計画目標像    

環境像を“ときを超えて人が環境と共に生きるまち”と定めている。 

    

イイイイ    博多湾環境保全計画博多湾環境保全計画博多湾環境保全計画博多湾環境保全計画    

本計画は、平成 18年 7月に策定した福岡市環境基本計画（第二次）の部門別計画に

位置づけられ、博多湾の水質保全のみならず、博多湾の持つ豊かな自然環境の保全・

再生及び創造を推進することを目的として、平成 20年 1月に策定した。 

    

（（（（アアアア））））計画計画計画計画のののの対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲    

博多湾及び本市域    
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（（（（イイイイ））））計画期間計画期間計画期間計画期間    

上位計画である福岡市環境基本計画（第二次）との整合を図り、平成 27年度（2015

年度）までとする    

    

（（（（ウウウウ））））計画計画計画計画のののの視点視点視点視点    

本計画は、博多湾の水質保全という従来の視点に、博多湾における「自然とのふ

れあいと生物の多様性の保全」のために重要と考えられる 4 つの視点を加えて、博

多湾の健全な生態系機能の回復を図るものである。 

重要な視点 基本的な考え方 

1 博多湾の水質保全 
博多湾におけるＣＯＤや栄養塩（窒素、燐）などの水
質の保全を重視 

2 適正な水循環及び物質収支 
博多湾の生物にとって適正な、水循環及び栄養塩（窒
素、燐）、有機物などの収支とバランスを考慮 

3 
生物の生活史を通した環境
保全 

博多湾を生息場とする多様な生物の生活史（産卵、生
育など）を通した生息環境の保全を重視 

4 水産資源の保全・回復 
水産資源としての生物の生息・生育環境の保全・回復
を重視 

5 
親水空間の創出及び市民等
との協働による環境保全 

身近な自然である博多湾の環境を次の世代へ残すた
め、親水空間の創出や市民等の共働による環境保全を
重視 

    

（（（（エエエエ））））計画目標像計画目標像計画目標像計画目標像    

博多湾の将来像を“生物が生まれ育つ博多湾”と定め、この実現に向けて以下の

計画目標像を定めている。 

 

計画エリア 計画目標像 

博多湾全域 

有機汚濁の指標のひとつである化学的酸素要求量（COD）や富栄養化
の指標である栄養塩（窒素、燐）が環境基準の達成に向け低減傾向
にあるとともに、窒素・燐の濃度及びそのバランスが生物の生息・
生育に適した状態に改善されつつあること 

岩礁海域 
西部海域から西戸崎・志賀島周辺にかけての岩礁海域では、藻場が
適地に広がり、稚仔魚の生育環境が保全されていること 

浅海域 
浅海域の一部では、水底質や貧酸素状態が改善されつつあり、市民
の親水空間が確保されていること 

干潟域 
和白干潟や今津干潟をはじめとする干潟域では、底質などの干潟環
境が改善され、稚エビ、稚仔魚、アサリ、カブトガニ等の干潟生物
の生育の場、産卵の場が増えていること 

港海域 港湾機能を有しながら、親水空間が確保されていること 

砂浜海岸 身近な親水空間として、良好な環境が保全されていること 
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ウウウウ    下水道基本計画下水道基本計画下水道基本計画下水道基本計画    

平成27年の下水道等整備区域を地勢水系などから7処理区に分割した下水道基本計

画を策定し整備を進めている。 

 

下水道処理区域 西戸崎、和白、東部、中部、南部、西部、新西部 

 

エエエエ    社会資本整備重点計画社会資本整備重点計画社会資本整備重点計画社会資本整備重点計画    

    社会資本整備重点計画法の規定により策定された社会資本整備重点計画に基づき、

下水道整備を推進する。 

    

オオオオ    博多湾特定水域高度処理基本計画博多湾特定水域高度処理基本計画博多湾特定水域高度処理基本計画博多湾特定水域高度処理基本計画    

博多湾水域における高度処理を効率的に推進し、閉鎖性海域の水質保全を図り、良

好な水環境の形成や増大する水需要に対応するため、高度処理施設整備計画の基本事

項となる処理水質、処理方式、整備方針等を定めた計画である。 

○策定主体：福岡県及び福岡市共同 

○策定単位：博多湾水域 

○目標年次：平成 27年 

○高度処理レベルの目標 

項  目 暫定目標 将来目標 

ＣＯＤ 10mg/l 8mg/l 

Ｔ－Ｎ 9mg/l 9mg/l 

Ｔ－Ｐ 0.4mg/l 0.4mg/l 

 

ここで、 

暫定目標 現在の技術レベルで可能な処理レベルであり、当面の施設計画での

目標水質となる。 

将来目標 下水道の負担分を削減する目標水質で、今後の下水道の努力目標と

なる。 

○整備方針 

① 21 世紀初頭に全処理場の高度処理事業の着手を目指す。 

② 福岡県においては多々良川浄化センター、福岡市においては、東部、和白水

処理センターを優先的に高度処理の導入を図る。 

③ 多々良川浄化センター及び東部、和白、西戸崎水処理センターは平成 27年

度に高度処理整備の完了を目指す。 

なお、各処理場における具体的な整備計画については、事業化に向けての課題を

整理しながら、検討するものとする。 
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カカカカ    福岡県汚水処理構想福岡県汚水処理構想福岡県汚水処理構想福岡県汚水処理構想    

福岡県では、平成 6年度に県全域を対象に、総合的な汚水の処理構想として福岡県

汚水処理施設整備構想を策定し、その後、社会情勢の変化を受け、平成 15年 3月に見

直しを行い、県、市町村そして県民が一体となって汚水処理施設の整備を推進してき

た。 

しかし、見直しから 5年以上が経過し、この間、市町村合併による行政区域の再編

が進み、また、少子高齢化の進行、市町村の財政状況が厳しさを増すなど、社会経済

情勢は大きく変化している。 

また、平成 19年 9月に農林水産省、国土交通省、環境省の 3省連名にて「人口減少

等の社会情勢の変化を踏まえた都道府県構想の見直しの推進について」に関する通知

が出されたことにより、汚水処理施設のより経済的、効率的な整備が必要となってい

る。 

本構想は、長期的視野に立って平成 37年度の汚水処理人口普及率を定めているが、

今後の社会情勢の変化等を踏まえ、適時、見直しを行うことにしている。 

 

 中期目標値 長期目標値 

年度 平成 27 年度 平成 37 年度 

汚水処理人口普及率 

（政令市除く） 

90 ％ 

（80 ％） 

97 ％ 

（93 ％） 

 

 


